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    平成２２年１１月１日 

宇治山田港湾整備促進協議会 

宇治山田港湾整備 （みなとまちづくり） に向けての提言 



                                                   みなとまちづくり構想 主な経過 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提言フォローアップ修正にあたって 
 
平素は、当協議会の運営に対し、多大なるご支援を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 
平成 22 年 1 月 28 日に「宇治山田港湾整備（みなとまちづくり）に

向けての提言フォーアップ」を取りまとめ伊勢市、三重県、国土交通省など

関係機関への提言を行ってまいりました。 

提言フォローアップは、宇治山田港旅客ターミナル施設の有効活用を柱の

一つに掲げておりましたが、設置者の市において、市議会平成 22 年 6 月

定例会で、旅客ターミナル施設を撤去し宇治山田港と中部国際空港とを結ぶ

海上アクセス事業を終焉させることが決定されました。当協議会といたしま

しては、市の決定を真摯に受け止め、拠点ターミナルを海の駅神社とする

提言フォローアップ修正版を取りまとめました。 

宇治山田港は歴史文化豊かな港であります。当該地域では、自治会やＮＰ

Ｏなどの関係者が連携協力し、かつての船参宮の再現や、伝統行事の復活、

環伊勢湾・三河地域との交流、海の体験交流イベントの開催など、新たな

交流拠点をめざし宇治山田港を核とするみなとまちづくりに取り組んで

います。 
また、昨年 11 月には、関係者による「勢田川等水面利用対策協議会」が

国により設置され、長年の課題であったプレジャーボート対策の検討が

すすめられています。当協議会としても、積極的に取り組んでまいります。

引き続き、地域が主役となり、豊かな歴史と文化、風光明媚な自然、活発

な市民活動を背景に「市民や訪れる人々がふれあい、あまねく人々を癒す

みなとまちづくり」を目指し取り組んでまいりますので、今後とも、官民

一体となっての事業推進を是非お願い申し上げる次第であります。 
 

平成２２年１１月 １日 

宇治山田港湾整備促進協議会 

会 長  中  村   清 

◇港湾局みなとまちづくりケーススタディ港選定＜全国で 10 港湾＞   （平成 15 年 9 月）

宇治山田港湾地域別整備懇談会設置         （平成 9 年 11 月） 

●宇治山田港湾地域別整備にかかる提言       （平成 10 年 11 月）
①伊勢市の将来像 
②伊勢市における宇治山田港の役割 
③地域振興策 
④防災機能の強化 

宇治山田港湾整備促進協議会提言フォローアップ  （平成 21 年 11 月） 

第 22 回宇治山田港湾整備促進協議会       （平成 21 年 4 月 27 日）

第１回「プレジャーボート対策、土地利用・地域振興」合同部会 （平成 21 年 7 月 22 日）
●現地調査 
●港湾整備に向けてのワークショップ  

＜テーマ＞ こんな『みなと』にしたい！ 『みなと』への思いを語ろう 

第２回「プレジャーボート対策、土地利用・地域振興」合同部会  （平成 21 年 8 月 17 日）
●全体構想イメージの検討 
●広域交流拠点イメージの検討 

第３回「プレジャーボート対策、土地利用・地域振興」合同部会  （平成 21 年 9 月 8 日）
●まちづくり・港づくり全体構想案の検討 
●広域交流拠点整備案の検討 

第４回「プレジャーボート対策、土地利用・地域振興」合同部会 （平成 21 年 10 月 21 日）
●宇治山田港湾整備促進協議会提言フォローアップ案の検討、まとめ 

第 23 回宇治山田港湾整備促進協議会       （平成 21 年 8 月 31 日）

第24回宇治山田港湾整備促進協議会       （平成 21 年 11 月 27 日）

関係機関への提言（伊勢市・三重県・国土交通省） 
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伊勢市宇治山田港湾整備構想作成          （平成 8 年 3 月） 

①地場産業の振興
②交流都市としての整備 
③海洋レクリエーションの振興 
④防災機能の強化

宇治山田港湾整備促進協議会設置          （平成 11 年 8 月） 

●歴史パンフレット『宇治山田港の豊かな港湾史』作成（平成 12 年 3 月）

●宇治山田港湾整備（まちづくり・港づくり）に向けての提言（平成 13 年 10 月）
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の
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み 

◇伊勢二見地域観光交流空間づくりモデル事業選定＜全国で 8 地域＞  （平成 15 年 9 月）

◇全国都市再生モデル調査採択               （平成15年 9月）

◇中部運輸局支援事業 日本財団助成 

伊勢地域活性化に資する木造船建造・技術伝承事業     （平成 15・16 年度）

◇みなとまちづくり推進事業                  （平成 16 年度～）

  海の駅・川の駅及び拠点ターミナル整備、マップ作成等みなとまちづくり支援事業など 
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～新たな広域交流拠点めざして～ 
 

豊かな歴史と文化、風光明媚な自然、活発な 

市民活動を背景とした 

Ⅰ 提言フォローアップの骨子                                     

  
 
Ⅰ プレジャーボート対策の推進 
 

１ プレジャーボート対策 

（１）水面利用に関するルールづくり 

  ①水面利用のゾーニング  

（２）施設整備などの受け皿づくり 

  ①係留施設の整備 
  

Ⅱ みなとの活用                    
 
１ 集客と交流拠点づくり 

（１）広域交流拠点づくり 

①宇治山田港「海の駅神社」の利活用 

   ②広域交流拠点整備計画の策定 

（２）クルージングネットワークづくり 

①体験イベントの実施 

  ②環伊勢湾・三河湾との交流  

（３）川の魅力づくり 

  ①川まちづくりとの連携による魅力づくり 
（４）サイクリング・ウオーキングルートづくり 

①体験イベントの開催 
  ②モデルコースづくり 
 

Ⅲ 地域が主役となる「みなとまちづくり」の展開  
 
１ 『まちの宝物』発掘・活用 
２ 交流の推進 
３ マリン・生涯学習の充実 
 

１ 『まちの宝物』発掘・活用 
●『まちの宝物』発掘・活用 

２ 宇治山田港へのアクセスづくり 
 ●海上アクセスの整備 
●陸上交通の整備

３ 集客と交流拠点づくり 
 
 ●広域交流拠点づくり 

 ●クルージングネットワークづくり 
 ●川の魅力づくり 
 ●海岸の魅力づくり  

●サイクリング・ウオーキングルートづくり 
●歴史・文化の継承 
●市域内交流拠点・観光資源との連携 

４ 地場産業の振興 
 
●造船業の振興 
●漁業の振興 
●農業の振興 
●新産業の創造 

５ 防災機能の強化 
 
●海の防災活動拠点整備 
●護岸の整備 

６ 交流の推進 
●交流の推進 

７ マリン・生涯学習の充実 
●マリン・生涯学習の充実

８ プレジャーボート対策 
●水面利用に関するルールづくり 
●施設整備などの受け皿づくり 

みなとまちづくりの柱と主な施策 第 2 期アクションプログラム

重 点 プ ロ ジ ェ ク ト 

みなとまちづくりの目標 

大 湊 

神 社 

二軒 
茶屋 

一 色

河 崎 

今一色

茶屋 

市民や訪れる人々がふれあい、 

あまねく人々を癒すみなとまちづくり 

１

外宮 

夫婦岩 

内宮 

日本丸模型 河崎魚市場付近 二見浦海水浴場 

大湊神宮貯木場 河崎川の駅 夫 婦 岩 

海の駅 神社 
（拠点ターミナル） 

海の駅 神社 
（拠点ターミナル） 



                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな歴史と文化、風光明媚な自然、活発な市民活動を背景とした 

市民や訪れる人々がふれあい、あまねく人々を癒すみなとまちづくり 

 
宇治山田港は、五十鈴川、勢田川の河口に位置する地方港湾（昭和２７年９月１日指定）

で、宮川本川の右岸下流端から夫婦岩までを港湾区域とする河口港です。 

  
 かつて、勢田川上流の河崎港、河口附近の神社港、大湊港よりなり、全国各地からお伊勢
まいりの客を乗せた船や外来の物資を集散するさまざまな船が往来していました。 

 
大湊は、豊臣秀吉が朝鮮出兵に使った日本丸を建造するなど、伝統ある造船のまちとして

栄えました。また、南北朝時代には吉野と東国を結ぶ中継港として栄えました。 

 
神社港は、五十鈴川、勢田川に通じる水運の要地で、外来の物資を集散する幾多の船が往

来し、これに伴う海運業や船宿を営むものも多く、造船業の発達を見たこともあります。 

 
河崎港は、住民と大勢の 

参詣者の生活物資を供給する 

問屋街として発達しました。 
 
また、宇治山田港は、風光 

明媚な海岸を持ち、「日の出」 
で全国的に有名な夫婦岩や 
明治１５年日本ではじめて 

海水浴場が誕生し、海水浴場 
発祥の地として公認された 
二見浦海水浴場もあります。 

 
現在、周辺地域への砂利・ 

砂など建設用骨材供給や沿岸 

漁業の基地としての役割の 
ほか、沿岸地域では、関係者 
が連携協力し、かつての船 

参宮の再現や伝統行事、海の 
体験交流イベントの開催など、 
地域住民によるみなとまち 

づくりへの取り組みがすすめ 
られています。 
 

宇治山田港は、地域住民を 
主体とする市民や訪れる人々がふれあい、あまねく人々を癒す新たな広域交流拠点として 
再生します。 

伝統行事

篠島御幣鯛神宮奉納

市民活動 

みなとまち通信 

みなと祭り 

体験イベント

日本丸模型 織田信長朱印状 

歴史・文化

Ⅱ みなとまちづくりの目標 

どんどこ丸     みずき 

船参宮の復活 

新たな海の玄関口 

河崎「川の駅」 

往時の宇治山田港 

環境対策 

勢田川きれいにプロジェクト 

放置艇による環境悪化 

夫婦岩 二見 賓日館 河崎 魚市場付近

二見浦海水浴場 大湊 神宮貯木場 

大湊町立造船徒弟学校実習工場

市川造船 

海の駅 神社 

２

大 湊

神 社 

二軒
茶屋

一 色 

河 崎 

今一色

茶屋 

外宮 

夫婦岩

内宮 

海の駅 神社
（拠点ターミナル）

海の駅 神社 
（拠点ターミナル） 



 

大 湊

 
外宮 

 

 
二見浦

 
夫婦岩神 社

二軒茶屋

一 色

ＪＲ参宮線 

汐 合 橋

宮川派川大湊川分派点

 
宇治山田港（地方港湾） 

 
宇治山田港は、伊勢市南端を流れる五十鈴川・勢田

川の河口に位置する地方港湾で、宮川本川の右岸下流
端から夫婦岩までを港湾区域とする河口港です。往時
は勢田川上流の河崎港、河口附近の神社港、大湊港よ
りなり、全国各地からのお伊勢まいりの客を乗せた船
や、外来の物資を集散するさまざまな船が往来してい
ました。 
 
 徳川時代の中期には、大湊、神社港は伊勢内陸の

外港として、河崎港は住民と膨大な参宮者の生活消費
物資を供給する問屋街として発達。明治に入ると、豊
橋・蒲郡方面、神戸・大阪方面との航路が開かれ、さ
らなる発展を遂げました。 
 昭和の初めになっても市内に出入りする物資は、そ
の 8 割が大湊・神社・河崎の 3 港によるものだったと
いいます。しかし、その後の陸上交通の急速な発展と
ともに港勢は徐々に衰え、なかでも内港の河崎港は回
船問屋群の姿はとどめているものの、港としての機能
は失われました。 
 
 現在は、神社・大湊・一色・今一色・二見地区に

大別され、神社地区の砂利・砂など建設用骨材取扱い
量は県下有数の規模を誇ります。大湊地区は歴史をも
った造船技術を営々と引き継ぐ中・小型船建造を主
に、一色・今一色地区は漁業の基地として、また二見
地区は春や秋には観光客、夏は海水浴の人々でにぎわ
いを見せています。 

勢田川歴史文化交流軸

 河 崎 

河崎歴史文化交流拠点 

伊勢市駅 

国道２３号 
二見町茶屋地区
観 光 交 流 拠 点国道４２号

宇治山田港湾整備 全体構想イメージ  

今一色

宇治山田港 

海 の 駅
大 湊

海 の 駅
神 社

川 の 駅
河 崎

港湾区域

港湾区域 

港湾区域

マリーナ

マリーナ

宇 治 山 田 港
広域交流拠点

暫定係留施設

宇治山田港海岸 二見地区 

・海岸の整備、利活用 

宇治山田港海岸 大湊地区

・海岸の維持管理、利活用 

航路の整備 
・突堤の整備、浚渫 

朝熊山麓広域交流拠点

３ 

伊勢湾・勢田川歴史文化交流軸 

伊勢湾・勢田川歴史文化交流軸 

海の駅神社
（拠点ターミナル）

海洋公園
（海の広場）

川 の 駅
二 軒 茶 屋

五十鈴川・五十鈴川派川マリン体験・交流ルート 

伊勢二見鳥羽ライン



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ みなとまちづくりの基本的な考え方 

イ 人とみなとのかかわり 

ア 時間と空間的拡がり 

ウ 災害時におけるみなとの活用 

生活支援等防災拠点など 

      １ みなとまちづくりに活用が考えられるテーマや資産 

２ 人とみなとのかかわり 

３ 災害時におけるみなとの活用 
視 点

４



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ みなとまちづくりの柱と主な施策 

 

 
１ 『まちの宝物』発掘・活用 

 

２ 宇治山田港への 

アクセスづくり 

 

 

 

 

 

 

３ 集客と交流拠点づくり 

みなとまちづくりの柱 主   な   施   策 

 １）『まちの宝物』発掘・活用 

■歴史・文化、社寺仏閣、伝統行事、まつり、
プレジャーボート、造船業、漁業、農業 

 
 
 
 
 
 

■伊勢湾・三河湾 
■宇治山田港（勢田川・五十鈴川） 

１）海上アクセスの整備 

■臨港道路の整備 
■交通結節点の整備

２）陸上交通の整備 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
５）サイクリング・ウオーキングルートづくり 

■ルートの検討、整備

■宇治山田港 広域交流拠点整備構想

１）広域交流拠点づくり 

■交流ネットワークの確立 
■クルージング受入機能の整備 
■クルージング体験イベントの実施

２）クルージングネットワークづくり

■宇治山田港海岸 大湊地区 
■宇治山田港海岸 二見地区

４）海岸の魅力づくり 

■宇治山田港の豊かな港湾史の研究
■資料館の建設 
■まちかど博物館の整備 
■河崎歴史文化交流拠点の整備 
■二見町茶屋地区観光交流拠点の整備
■歴史・文化のネットワークづくり 
■能楽舞台の建設

６）歴史・文化の継承 

■川の魅力づくり

３）川の魅力づくり 

■市域内交流拠点・観光資源との連携

7）市域内交流拠点・観光資源との連携

 
 
 
 
 
 
 
４ 地場産業の振興 

みなとまちづくりの柱 主   な   施   策 

 
 
５ 防災機能の強化 

 
６ 交流の推進 

 
７ マリン・生涯学習の充実 

 
 
 
８ プレジャーボート対策 

１）海の防災活動拠点整備 

■緊急物資輸送基地の整備

２）護岸の整備 

■港湾・海岸の整備

１）交流の推進 

■地域間交流、
■地域振興イベント 

１）マリン・生涯学習の充実 

■マリン（海洋）教育の充実、
■生涯学習の充実 

 
 
 
 
 

■水面利用のゾーニング 
１）水面利用に関するルールづくり 

■係留施設の整備 
■係留施設の管理・運営

２）施設整備などの受け皿づくり 

１）造船業の振興 

■プレジャーボートの修理等ホスピタル機能の
付加、ＦＲＰ船リサイクルシステムの検討など

２）漁業の振興 

■荷捌き場の整備、後継者の育成、観光漁業の
充実など 

３）農業の振興 

４）新産業の創造 

■マリーナ、小型船舶等の運航

■朝市、観光農園・市民農園の整備、花栽培

５



 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 『まちの宝物』発掘・活用                                     

方針 

 

 

地域には、歴史・文化、社寺仏閣、伝統行事、まつり、プレジャーボート、造船技術、漁業、農業など『まちの宝物』がたくさんあります。市民の手でさらに『まちの宝物』を発掘

し、まちづくりに活用していきます。 

施策１ 『まちの宝物』発掘・活用 

６



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１1



 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

２ 宇治山田港へのアクセスづくり                                     

 

 

 

 

 

 

方針 

施策２ 陸上交通の整備 

１ 伊勢湾・三河湾
プレジャーボート等による常滑港な

ど、環伊勢湾・三河地域へのアクセス

づくりを視野に入れ、クルージングネ

ットワークの確立など、海上アクセス

の整備を促進します。 
 

２ 宇治山田港（勢田川・五十鈴川） 
伊勢市都市マスタープランにある『勢田川歴史文化交流軸』の整備を進めます。また、

朝熊山麓広域交流拠点とをつなぐ五十鈴川ルートを検討します。 

施策１ 海上アクセスの整備 

●常滑港

●宇治山田港
●鳥羽港

大湊● 

河崎●

●二軒茶屋 

●一色

●今一色

朝熊山麓広域交流拠点

伊勢湾・勢田川歴史文化交流軸 

五十鈴川ルート検討区間

１ 臨港道路の整備 
市域内幹線道路とつなぐ臨港道路を整備し、外宮・内宮等交流拠点、観光資源と有機的に

結びます。 

２ 交通結節点の整備 
交通広場、駐車場など交通結節点の整備を進めます。 

駐車場及び
アクセス道路の整備

伊勢南北幹線
道路の整備 

外宮

内宮

二見浦

宇治山田港 海の駅・川の駅 伊勢型木造船 『みずき』

１２

神社（拠点ターミナル） ◎ 

海の駅 神社◎

海の駅 神社 川の駅 二軒茶屋 川の駅 河崎



 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

３ 集客と交流拠点づくり                                     

 

 

 

 

 

 

方針 

施策１ 広域交流拠点づくり 

シーカヤック、カッター、伝馬船、ヨット等

マリーナ

砂利・砂・石材等
取 扱 い 基 地

海洋公園 
（海の広場）

宇治山田港広域交流拠点

レクリエーション拠点

D マ リ ー ナ

B 骨材取扱拠点

A 拠 点 マ リ ー ナ

E 海洋公園（海の広場）

C 海の駅神社（拠点ターミナル） 

■海の駅神社 拠点ターミナルとしての整備・活用イメージ 

■レクリエーション拠点としての活用イメージ（例） 

１ 宇治山田港 広域交流拠点整備構想 
 

市民や訪れる人々がふれあい、あまねく人々を癒す「みなとまちづくり」の活動拠点とし
ての宇治山田港交流拠点整備構想を提案します。

１３

海の駅

神 社

外宮摂社 

御食神社

みなとまち館

ウッドデッキの整備
浮き桟橋の整備
泊  地  浚  渫

係留施設

駅舎

ボートパークの整備
（ビジター） 

①船舶発着 
  伊勢船みずき、クルージング・遊覧体験など

②マリン体験発着 
  シーカヤック、カッター、伝馬船、ヨットなど

①ビジターバース 
船参宮 
鯛・あわび・ふぐ等神宮奉納

②マリンスポーツ大会拠点

一色大橋 

（眺望視点場） 

神社資料館の整備

航路 
（―4.5ｍ） 

拠点マリーナ 

固定桟橋の整備
（イベント空間）

駐車場の確保

航路
（―2.5ｍ）

集客交流拠点
海の駅 神社

整備イメージ（例）

浮き桟橋

イベント広場

ボートパーク



 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

方針 

１ 交流ネットワークの確立
  
   プレジャーボートを活用した地域振興・交流機能の充実を図るため、伊勢湾・三河湾・遠州

灘等のマリーナ等と連携したクルージングネットワークの確立をめざします。 
 
２ クルージング受入機能の整備  

クルージングの受入が可能となるマリーナなどの整備と背後地のまちづくりを進めます。 
 
３ クルージング体験イベントの実施  

交流ネットワークの確立と海上アクセスづくりに向け、既存マリーナ協力のもと、クルージ
ング体験イベントを実施します。 

 

施策２ クルージングネットワークづくり 

かつての港 

施策３ 川の魅力づくり 

１ 川の魅力づくり
 
①賑わいの中心となるような魅力のある 

水辺空間の創造 
 
・川の駅・海の駅整備を進め、川から見た

風景を考えた水辺空間整備を行います。
 
②河川空間と商業空間が一体となった新た

なまちの醸成 
 
・歴史的町並みを眺めながら沿川を散策

し、人が集うことのできるような空間
整備を行います。 

 
③住民参加による環境整備 

 
・宮川からの清流を利用し勢田川浄化に
取り組んでいますが、住民参加による「七
夕おおそうじ」や「水質浄化目的のとう
うりゃん瀬」等の事業をさらに進めます。

 
かわまちづくり 

（平成２１年５月２２日国土交通省認定） 

環境マップ 
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方針 

施策４ 海岸の魅力づくり 

１ 宇治山田港海岸 大湊地区 
  
   大湊地区海岸は、「自然に親しみ、歴史を感じさせる海岸」をテーマとし、「ふるさと海岸整備事業」として平成 4 年度から 11 年度に海岸整備事業が行われました。地域住民やＮＰＯ等地域が連携協力

し、自然環境や地域固有の歴史をいかした魅力ある海岸づくりをすすめます。 
 
２ 宇治山田港海岸 二見地区  

日本で初めて海水浴場に指定された由緒ある海岸です。砂浜は侵食によりかつての風景を失いつつあり、堤防の老朽化も見られることから、平成 12 年度より海岸整備が行なわれています。青少年や地
域住民との世代間交流の場、自然・社会教育の場、マリンスポーツの場としてユニバーサルデザインにも配慮した利用しやすい魅力ある海岸づくりをすすめます。 

施工前 背後地への越波状況

施工後 緩傾斜護岸・養浜施工状況

二 見 地 区 大 湊 地 区 

宇治山田港海岸 二見地区 
 

（小学校の水産教室） 

飯田市との交流 

１５



 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

方針 

施策５ サイクリング・ウオーキングルートづくり 

１ サイクリング・ウオーキングルートづくり 
  
   みなとを核としたサイクリング・ウオーキングのモデルコースを検討します。 

神社港

一 色

河 崎

外 宮 

内 宮

今 一 色

山 田
奉 行 所

絆の森

音無山

宇治山田港

夫婦岩

平成１６年３月の観光交流体験イベント実施時のコース 

１6

二 軒
茶 屋

大 湊

茶 屋

海の駅 神社



 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

方針 

施策６ 歴史・文化の継承 

１ 宇治山田港の豊かな港湾史の研究 
 
伊勢郷土会を中心に港湾史の調査研究を進め、歴史・文化の継承に努めます。 

 
２ 資料館の建設 

 
港湾史の調査研究成果、地域あるいは個人で所蔵している宝物の展示を行い豊かな歴史・文

化の継承に努めます。 
 
３ まちかど博物館の整備 
 

まちかど博物館は市民の手による手づくりの博物館です。『人間だれでもちょっとした場所さ
えあれば、自分の好きなものや誇れるもの、楽しみをもとに博物館の一つくらいはつくれる』
を基本テーマに市民のまちおこし団体『ザ伊勢講』により始められました。 
地域内では、ゴーリキ（大湊）、かどや民具館（二軒茶屋）、味噌たまり蔵資料館（二軒茶屋）、

和具屋（河崎）が指定されています。まちかど博物館の整備を促進し、地域資源としてまちづ
くりに活かします。 

 
４ 河崎歴史文化交流拠点の整備 
 

勢田川沿いを中心に河崎のまちなみを面的に再整備し、土産物店や食べ物店の集積を図り、
また歴史的建築物を展示館など利活用しながら歴史と観光が一体化した新たな伊勢の交流拠点

の創出を目指します。 
 
５ 二見町茶屋地区観光交流拠点 
 
 二見浦の風光明媚な自然景観の保全と歴史的・文化的な趣が色濃く残る街並みの整備を進め

るとともに、地域住民が主体となるイベント等の開催による誘客に努めます。 

 
６ 歴史・文化のネットワークづくり 
 
    『まちの宝物』として市民が選んだ地域資源をネットワーク化した散策ルートづくりを 

進めます。 
 

７ 能楽舞台の建設 
 

遠く神宮の神領であった神三郡と呼ばれた地に伊勢三座（和谷流、勝田流、青尾流）といわ

れた三つの猿楽の座がありました。伊勢三座は室町末期に後を保護を受けていた国司北畠氏が
滅んだので、神宮との関係を一層深め、和谷流が一色、勝田流が通、青尾流が竹ヶ鼻に移り住
みました。一色の能面は現在４１面現存する中、江戸初期以前のもの１２面。なかでも能楽発

生期のものも含み、いずれも独創的な優れた造形美を秘めています。能装束も豪華絢爛たるも
のです。能楽舞台を建設し、貴重な『まちの宝物』としてまちづくりに活かします。 

 

・伊勢ゆかりの木造船建造『匠の技』伝承 伝馬船建造・記録保存 
（主体：ＮＰＯ法人神社みなとまち再生グループ  支援：宇治山田港湾整備促進協議会） 

 
 
 
 
 
 
 
 
・資料館『神社みなとまち館』整備 （主体：ＮＰＯ法人神社みなとまち再生グループ  支援：宇治山田港湾整備促進協議会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
・伊勢地域活性化に資する木造船建造・技術伝承 

主体：（社）東海小型船舶工業会 
  支援：宇治山田港湾整備促進協議会 ＮＰＯ伊勢『海の駅・川の駅』運営会議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・歴史文化案内版等の整備 

（主体：各地域） 
 
 
 
 
 
 
 

１７



 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

方針 

施策７ 市域内交流拠点・観光資源との連携 

１ 市域内交流拠点・観光資源との連携    
    
   伊勢市都市マスタープランで掲げる他の交流拠点、観光資源との連携をすすめます。  
 

みなとまちづくりに関するもの 

１８

伊勢湾・勢田川歴史文化交流軸



４ 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 地場産業の振興                                     

 

 

 

 

方針 

 

 

 
１ 修理等ホスピタル機能の付加 
２ 造船技術者の育成 
３ 伊勢造船マイスター制度の実施 
４ ＦＲＰ船リサイクルシステムの検討 
 
 
 
 
１ 荷捌き場の整備 
２ 後継者の育成 
３ 地域ブランドの確立 
４ 観光漁業の確立 
５ 販売ルートの確立 
 
 
 
 
 
１ 朝市 
２ 観光農園・市民農園の整備  
３ 花栽培 
 
 
 
 
１ マリーナ業 
２ 小型客船等の運航業 

 
施策１ 造船業の振興 

施策２ 漁業の振興 

施策３ 農業の振興 

施策４ 新産業の創造 

干物作り体験 

魚釣り＆魚さばき体験 

野外レストラン「ご馳走樽」 

ボートヤード 市民農園 

車えび放流 

市 

花栽培 

１9



 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

５ 防災機能の強化                                     

 

 

 

 

 

 

方針 

施策２ 護岸の整備 

１ 緊急物資輸送基地の整備 
 
宇治山田港海の駅神社付近にある公共桟橋、公共埠頭の機能を強化し、震災時における海

からの緊急物資輸送の活動拠点として整備します。 

施策１ 海の防災活動拠点整備 

１ 港湾・海岸の整備 
防災機能の強化を図るため、耐震性の低い護岸の整備を進めます。 

外宮

内宮 

海の防災活動拠点◎ 

◎御薗防災拠点 

緊急輸送物資

堤体の危険度  低

地盤の液状化 可能性低

堤体の危険度 低

地盤の液状化 可能性低

堤体の危険度 高

堤体の危険度 中

地盤の液状化 可能性高

海岸護岸整備 Ｌ＝3,560ｍ

（うち 200ｍが平成 20 年度までに完成）

突堤整備
航路浚渫

標識設置港湾護岸整備

神社地区防潮堤整備 Ｌ＝256ｍ

（うち 141.8ｍが平成 20 年度までに完成）

堤体の危険度（海岸）状況 

突 堤 の 現 状 

大湊側 今一色側

20

公共桟橋 公共埠頭

潜水艦救難艦「ちはや」来港
（平成 15 年 9 月 13 日）

二見浦



 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

方針 

１ 地域間交流の推進 
 

現在、篠島、常滑と交流がおこなわれていますが、クルージングネットワークの確立

を視野にいれ、伊勢湾、三河湾、遠州灘等の諸都市との交流を推進します。 

 
２ 地域振興イベント 

 

祭りや地域振興イベントにより交流を推進します。 

施策１ 交流の推進 

 
・どんどこ祭り 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
・常滑との交流 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・伊勢マリンフェスティバル 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
・港まつり 

・御幣鯛船 歓迎 

・伊勢二見シーカヤックマラソン大会 

６ 交流の推進                                     

2１



 
 
 

 
 

 
 

 
 

       

 
 
    

・伝馬船建造学習会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ マリン・生涯学習の充実                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針 

１ マリン（海洋）教育の充実 

 
   関係者が協力連携し、ヨット・シーカヤック・伝馬船などの体験イベントを開催

するなど、マリン（海洋）教育の普及・充実に努めます。 

 

２ 生涯学習の充実 

    
歴史文化あふれる宇治山田港を題材とした「みなと」に関する講座や見学会の 

開催など、生涯学習の充実に努めます。 

・港中学校 カッター教室 
 
 
 
 
 
 
 
 

・神社みなとまち館見学 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・クルージングワークショップ（川の駅『河崎』 ⇔ 海の駅『大湊』） 

 
 
 
 
 
 
 
 
・見学会（川の駅『二軒茶屋』＜まちかど博物館＞） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策１ マリン・生涯学習の充実 

22



 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

８ プレジャーボート対策                                     

施策２ 施設整備などの受け皿づくり 

１ 水面利用のゾーニング 
 
自治会、漁協、遊漁船組合、ＮＰＯ、行政など関係者による協議の場（プラットホーム）

を設け、水面利用の考え方を整理し、地域が主体のルールづくりを行い、プレジャーボート

対策をすすめます。 
 

施策１ 水面利用に関するルールづくり 

係留禁止区域 

 

 

 

 

 

 

方針 

係留禁止区域

係留禁止区域

艇の重点撤去区域

暫定利用区域 

係留可能区域 

水面利用の考え方 

１ 係留施設の整備 
   係留・保管施設整備計画を策定し、計画的に施設整備をすすめます。 
      計画の策定にあたっては、他の計画や地域の意向、自然環境等の把握に努めます。 
２ 係留施設の管理・運営 

自治会、漁協、遊漁船組合、ＮＰＯ、行政など関係者が連携し、適切な役割分担のもと、係留 
施設の管理・運営を行います。 

暫定係留施設
整備候補箇所

係留施設
整備箇所

係留施設
整備箇所

係留施設
整備箇所

（参考）神戸フィッシャリーナ

部会提案マリーナ 

（参考）吉田港マリーナ
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Ⅴ 第 2 期アクションプログラム （今後概ね 10 年間）                          

 

１ プレジャーボート対策の推進 

 
１ プレジャーボート対策 

 
行政に協力し、水面利用に関するルールづくりや利用者への啓発など無秩序な係留船舶の是正に努めます。 

 
（１）行政が設置した「勢田川等水面利用対策協議会」に協力し、水面利用に関するルールづくりや施設整備などの受け皿づくりの検討をすすめます。 
（２）行政に協力し、水面利用者への啓発など無秩序な係留船舶の是正に努めます。 
 

 

２ みなとの活用 

 
１ 集客と交流拠点づくり 
 

関係者と協力連携し、集客と交流拠点づくりをすすめ、歴史と伝統のある宇治山田港のさらなる活用を図ります。 
 

（１）広域交流拠点づくり 
   ・みなとの拠点施設として、海の駅神社の利活用を図ります。 
   ・伊勢市都市マスタープランで掲げる広域交流拠点形成に協力します。 

（２）クルージングネットワークづくり 
・クルージングネットワーク確立に向け、伊勢湾、三河湾等の既存マリーナの協力を仰ぎ、体験イベントを実施します。 

   ・集客と交流をめざし、環伊勢湾・三河湾との地域間交流をすすめます。  
（３）川の魅力づくり 

   ・平成 21 年 5 月 22 日に国土交通省から認定を受けた川まちづくりと連携し、川の魅力づくりに努めます。 
（４）サイクリング・ウオーキングルートづくり 

・体験イベントを開催し、みなとを核としたサイクリング・ウオーキングのモデルコースを検討します。 
 

３ 地域が主役となる「みなとまちづくり」の展開 

 
今後も、みなとをテーマとする観光交流体験イベントの開催や、地域資源の発掘、伝統技術の伝承など、自治会やＮＰＯ等地域が主役となりまちづくりをすすめ、

地域が主役となる、豊かな歴史と文化、風光明媚な自然、活発な市民活動を背景とした「市民や訪れる人々がふれあい、あまねく人々を癒すみなとまちづくり」に
取り組みます。 

 
１ 『まちの宝物』発掘・活用 
２ 交流の推進 
３ マリン・生涯学習の充実 
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Ⅵ 構想推進に向けて                                

 

１ プレジャーボート対策の推進 
 

宇治山田港には約 950 隻の小型船舶が係留されていますが、ほとんどが放置されている状況にあります。これら放置艇等は一般的に①係留場所の私物化・利権化、
公共施設の破損、沈廃船化、②無秩序な艇の集積による船舶航行の支障、③洪水・高潮時における流水の阻害、艇の流出による災害の発生、④安全管理の不十分さ
に起因する事故や遭難、漁業操業者とのトラブル、⑤違法駐車、騒音、ゴミ・油の不法投棄、景観の悪化等の問題を引き起こしていると言われており、宇治山田港
も例外ではなく、プレジャーボートによる公共水域等の利用の適正化が求められています。 
また、いつ起こってもおかしくないと言われている東海地震、東南海・南海地震に伴い発生する津波来襲時の二次被害の懸念も高まっており、プレジャーボート

対策が急がれます。 
宇治山田港湾整備促進協議会は、所有者の自己責任の徹底や製造・販売事業者の取組はもちろんのことでありますが、年次計画を定めた上での、規制措置と係留

保管能力の向上とを両輪とする地域、行政等関係者の連携によるプレジャーボート対策の推進を強く求めます。 
 

 
２ みなとの活用 
 

宇治山田港は歴史文化豊かな港です。五十鈴川、勢田川の河口に位置する河口港で、「大湊」、「神社」、「河崎」の３つの港からなり、古くから全国各地の『お伊
勢まいり』客を乗せた船や外来の物資を集散する様々な船が往来していました。 
「大湊」は神宮用材の貯木場があり、神宮の御厨、御園からの貢進を受け入れた港でした。木造船業が発達し、豊臣秀吉が朝鮮出兵に使った日本丸を建造するな

ど古くから造船のまちとして栄えました。「神社」は五十鈴川、勢田川に通じる水運の要地で、外来の物資が集散する幾多の船が往来し、これに伴う海運業や船宿
を営むものも多く、三河、知多、遠州方面からの航路が開かれ、参宮客の海の玄関口として栄えました。「河崎」は勢田川の水運を利用し、地域の住民と年間数百
万人に達する参宮客（往時の日本の人口の約５分の１が参詣）の台所として繁栄し、物資を供給する問屋街としても賑わいました。 
また、宇治山田港は風光明媚な海岸を持ち、「日の出」で全国的に有名な夫婦岩や明治１５年に日本ではじめて海水浴場が誕生し、海水浴場発祥の地として公認

された二見浦海水浴場もあります。 
かつての船参宮の再現やみなとに関する伝統行事、地域間交流、海の体験交流イベントの開催など、地域の NPO など関係者が連携し、海洋性レクリエーションの

振興に努めるなど、海の駅神社を核とした伝統ある宇治山田港を新たな海の玄関口として再生・活用していくことを提案します。 
 
 
３ 地域が主役となる「みなとまちづくり」の展開 
 
  「みなと」を核とするまちづくりの取組は、平成 15 年 9 月 8 日に国土交通省港湾局より「みなとまちづくり」に関するケーススタディ港の選定を受け、宇治山

田港湾整備促進協議会が事業主体となり、みなとまちづくり談議、伝統行事による地域間交流、伊勢ゆかりの木造船建造『匠の技』伝承、舟運に係る社会実験を行
なってまいりました。また、同年 9 月 12 日には、観光振興を核として交流人口を拡大する地域づくりを推進するため、国土交通省の観光交流空間づくりモデル事
業の対象地域に伊勢二見地域が選定され、宇治山田港湾整備推進協議会は、事業主体である伊勢二見地域観光交流推進協議会（平成 15 年 6 月設置、平成 21 年 3月
解散）に協力し、みなとをテーマとする観光交流体験イベントの開催、地域資源の発掘、伝統技術の伝承など、自治会やＮＰＯ等地域が主役となりまちづくりをす
すめてまいりました。  
今後も、地域が主役となり、豊かな歴史と文化、風光明媚な自然、活発な市民活動を背景とした「市民や訪れる人々がふれあい、あまねく人々を癒すみなとまち

づくり」に取り組んでまいります。 
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